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業績予想の修正および特別損失の計上に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向を踏まえ、2021年 10 月 15 日に公表いたしました 2022 年８月期の業績予想を下記のとおり

修正することとしましたので、お知らせいたします。 

また、2022年３月25日開催の取締役会において決議いたしました当社グループの株式会社ウエスト電力にお

ける電力小売事業の廃止に伴い将来の損失の可能性につき引当を中心とする特別損失を計上することといたし

ましたので、併せてお知らせいたします。 

 
記 

 
１． 2022年 8 月期通期連結業績予想数値の修正（2021 年 9 月 1 日～2022 年 8 月 31 日） 

 

  
売 上 高 

 
営 業 利 益 

 
経 常 利 益 

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益  

 
前回発表予想（Ａ）  

百万円  

91,250 

百万円  

11,672 

百万円  

10,972 

百万円 

7,132 

円 銭 

175.34 

今回修正予想（Ｂ）  66,500 8,000 7,400 4,000 98.38 

増 減 額（Ｂ－Ａ）  △24,750 △3,672 △3,572 △3,132 ― 

増 減 率（％）  △27.1 △31.5 △32.6 △43.9 ― 

（ご参考）前期実績  

（ 2 0 2 1 年 ８ 月 期 ）  67,938 10,148 9,648 6,495 159.70 

※当社は、2021 年３月１日付で普通株式１株につき 1.3 株の株式分割を行っております。「１株当たり当期純利益」は、前連結 

会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。 

 
２．修正理由 

 

これまで電力小売事業の期首から事業撤退までに生じる損失及び売上減少は、再生可能エネルギー事業セ

グメントにおいて開発を続けてきた低圧非FIT発電所の引渡および千葉県の約16.5MWメガソーラーの完工販

売によりカバーすることが可能であるとの判断から、通期の連結業績予想の修正は行っておりませんでした

が、電力仕入における相対個別の電力確保ができない中、3月以降も電力卸売市場における電力価格の高止

まりと、下記特別損失の計上により電力小売事業のさらなる業績悪化が見込まれることとなりました。電力

小売事業の通期業績に対する影響は営業利益において約41億円の下振れに加え、特別損失が約15億円とな

ります。 



また、利益の上積みを期待していた低圧非FIT発電所の建設の前提となる各電力会社からの系統連系にか

かる回答に想定を大きく超える日数を要していることにより、当初計画以上の利益の積み上げが見込まれな

い状況となりました。加えて産業用太陽光請負事業においても、特に余剰売電を伴う自家消費用発電所の電

力回答に同様の時間を要していることと、太陽光発電所にかかる補助金制度の申請期限が延長されたことか

ら、その承認を待って工事に着手する案件が多く発生し、完成高が計画を下回る見込みとなりました。いず

れも来年度以降の完成売上計上となるものではありますが、今事業年度においては、電力小売事業の下振れ

を解消するには至らない見通しとなりました。 

電力小売事業における大半のお客様の契約は終了しつつあり、6月末をもって当該事業からの撤退は完了

する予定です。 

 以上の結果、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、前回発表予想を下回

る見込みとなりました。 

 なお、配当予想につきましては修正の予定はございません。 

 

３．特別損失の計上について 

 

 電力小売事業の撤退におきましては、お客様への個別のご説明と解約に向けての合意をいただくための話

し合いを続けてまいりましたが、電力供給約款以外の個別契約を結んでいる自治体等一部のお客様とは完全

な合意に至っておらず、個別契約上の違約金等の取扱いにつき、解決に長期間を要すると思われる事案も発

生しております。こうした中、2022年8月期第3四半期において、将来の損失の可能性につき慎重に見積も

った結果、約15億円の特別損失を計上することといたしました。 

 
（注）上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績等は様々な要因

により予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


